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1．は じめに

　人は他者の パ ーソナ リテ ィ
ーを判断す る時、顔

立ちや服装 とい っ た入手 しやすい情報を手がか り

に、そ の人物の 全体的な印象を形成する。その 際

衣服における色彩は、重要な要素の ひ とつ で ある。

　そ こ で本研究では 、 対人認知に 及 ぼす服装色の

効果を明らかにするた めに、調査し分析を行っ た 。

2 ．方法

　 5 人の女子大学生 （顔を隠した 1人を含む）の

着る上衣 （オープ ン カラ
ーの無地の綿の 長袖の ブ

ラウス ）に様 々 な色を用 い た ス ライ ドを提示 し、

そ の 人物の容貌お よび着て い る服装色か らもた ら

され る全体的な印象を推測させ 、計 20 組の SD

法 7 段階尺度上で評定させ た 。

　尺度 は 、パ ー ソ ナ リテ ィ
ー特性 の 評 定に林

（1978）が用 い た対人認知にお ける特性形容詞を 、

また 色彩感情 で 用い られ る形容詞 に は 大山 ら

（1965）が用い た もの を参考に選び出した。

　色は、Vividト
ー

ン 、　 I」ightトーン
、
　 Deep ト

ー

ン か ら、それぞれ赤、黄、緑、青、紫の 5 色相を

選び有彩色 15 色と、白、グレー
、黒の 無彩色 3

色の 計 18 色とした。

　被験者は女子大学生で計 117 名で 、調査を 1

998 年 10 月 12 日〜 20H の間に 4 回に （そ

れぞれ 30 名前後）分けて実施 した 。

3 ．結果と考察

3 − 1．因子構造

　 印象評定の結果の 平均値 （尺度 20 × サ ン プ ル

90　・　1800）を主因子法によ り因子分析 し、 これ を

バ リマ ッ クス 回転 した。その結果、全尺度 とも共

通性がか なり高く第 3 因子 までで （固有値が 1．O

以上）全分散の 約 89 ％が説明 された 。 第 1因子

に高い 負荷量 を示す の は、「外向的な
一

内向的な」、
「消極的な一

積極的な」、
「活発な一おとな しい 」

などとい っ た尺度で ある。よ っ て 『活動閏 の因

子 と解釈する。第 2 因子 には、「心の ひろ い
一心 の

せ まい ］、「やわらか い一かたい 」、「親 しみやすい

一
親しみ にくい 」などとい っ た尺度が高い 負荷量

を持っ て い る こ とか ら、『個人的親しみやすさ』の

因子で あると解釈す る。第 3因子 には 、
「知的でな

い
一知的な」、「無責任な

一
責任感の 強い 」、嘸 分

別な一分別の ある」 などとい っ た尺度が高い 負荷
量を持 っ て い る こ とか ら、『社会的望ま しさ』の 因

子と解釈する。

　 　 　 表 1．因 了分 析 結果 （バ リマ
ッ クス 回転）

3 − 2．各因子の特微

　各刺激要因毎に因子別の 因子得点 の 平均値 と

標準偏差を求めた。 （以下の数字は平均値を表す）

　 4 人 の 刺激人物に っ い て、『活動性』が最も高い

もの が O．57であ り、逆に最も低い もの が O．55で

あ っ た 。 『個人的親 しみやすさ』が最も高い もの が

O．28で あ り、逆に最 も低 い もの が一〇．21 で あ っ た。

『社会的望ま しさ』が最も高い もの が （116で あり、

逆に最 も低 い もの が一〇．65で あっ た。

　っ ま り、刺激人物は、『活動性』の 因子が最も影

響 されやすく、『個人的親 しみやすさ』の 因子が最

も影響されに くか っ た 。

　次に色彩につ い て、各因子毎の 上位及び下位の

3つ をあげる。『活動性』の高い もの は、　Deep 　Red
（1．54）、Vivid　Red （1．40）、Vivid颱 】10w （O．84）

で 、低い もの は 、Gray（−1．82）、Deep 　Yellow（・1．38）、

Light　Puxple （−O．78）で ある。 『個入的親しみや
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すさ』の 高い の は Light　Red （2．08）、
Mght 　Yellow

（1、46）、  ht　Green （O．99）で 、低い もの は

Deep　P皿 p】e （−1，00）、Deep 　Blue （−O．91）、ViVid

Purple（一（）．86）である。しか し、1．dghtrYellowは

標準偏差の値がやや大きい こ とか ら、 着装者によ

っ て 多少その 印象が異な る色とい える 。 『社会的

望ま し さ』の 高い の は Black （1、65）、White （1．46）、

Deep　Blue （O．52）で、低い もの は、　V酎 d艶 How

（−1．97）、ViViti　Purp】e （−O．68）、　Vivid　Red 及び

H ξht　Green （−O．62）である 。

　っ ま り、『活動性』 の因子は赤系対グ レ
ー
、『個

人的親 しみやすさ』の因子 は明るく薄い 色対暗く

濃い紫や青、『社会的望 ま しさ』の 因子は無彩色、

紺対原色の 赤 、 黄、紫 となる。

　 さらに、色彩の 効果につ い て 、 トーン と色相別

に見て い くと次の ような特徴がある。

　I」ight ト
ー

ン は 、『個人的親 しみやすさ』の 因

子 （1．05）が最も高 く、『活動性』の 因子 （−0ユ 7）

がやや低い 。

　Vividトーン は、『活動性』の 因子 （O．59）が最

も高く、 『個入的親しみやすさ』（−O．57）及び 『社

会的望まし さ』 （−O．70）の 因子 の 双方におい て 最

も低い 。

　Deep トーン は 、『社会的望 ま し さ』の 因子

（O．35）がやや高く 、 『個人的親しみやすさ』の 因

子 （−O．37）がやや低い 。

　無彩色は、『社会的望ましさ』の 因子 （1．10）が

最も高く、『活動性』の 因子 （−O，74）が最も低い。

　色桐につ い て は 、 赤は 『活動劇 （O．89）及び

『個人的親 しみやすさ』 （0．62）の因子が最も高く、

『社会的望ま しさ』の 因子 （−0，35）がやや低い
。

黄は 『個人的親しみやすさ』の 因子 （O．51）がや

や高 く、『社会的望ま しさ』の 因子 （−O．66）が最

も低い
。 青は 『活動性』（O．25）及び 『社会的望ま

しさ』 （0．35）の 因子がやや高く、『個人的親 しみ

やずさ』の 因子 （−O．33）がやや低い
。 紫は 『個人

的親しみやすさ』の因子 （−0，60）が最 も低 く、『活

動性』の 因子 （−0．28）で も低 く、緑 と同様に 3 因

子全て に低 い
。

　また、標準偏差の 値か ら、各因子 にお い て評価

に開きがあまりみ られない の は、『活動性』の因子

で の 青や緑 『個人的親 しみやすさ』の 因子 で の 紫、

『社会的望ましさ』の 因子で の青や赤や紫などで

ある 。 それ に対し評価に開きが ある の は 、 『活動

性』の 因子で の 黄や赤、『個人的親 しみやすさ』の

因子で の 赤、『社会的望ま しさ』の因子で の 黄など

で ある 。
つ ま り、『活動陸』や 『個人的親し みやす

さ』の 因子で の赤や 、 ほぼ全て の 因
iFl

こお ける黄

は、どち らもトーン に左右されるの に対 し、『活動

性』の 因子で の青や緑、『個人的親 しみやす さ』の

因子で の 紫や 、 『祉会的望ま しさ』の 因子 で の 青は、
ト
ー

ン にあま り左右 されない とい える。

4 ．結論

　対人認知における各因子 に対する服装色の影響
が認め られ た

。 『活動性』の 因子では、正方向に

ViVid ト
ー

ン お よび赤、負方向にグレー
を中心 と

した無彩色、紫、hght ト
ー

ン 、『個人的親 しみや

す さ』の 因子 で は、正方向には ljght ト
ー

ン お よ

び赤や黄が
、 負方向には Vividトーンお よび紫、

『社会的望ま しさ』の 因子では、正方向に黒や 白
の無彩色、負方向に Vividト

ー
ン お よび黄や紫や

赤がそれぞれ大 きく作用 した。また、　Light　Red 、
ViVid　Red 、ViVid　Yellow

、　Deep　Yellow、Gray、
Black は刺激人物にかかわ りなく、色彩の 影響を

強く与 える性質をもっ て い る色彩とい える 。
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図 1．各因 子にお ける困 子得点 の 平均
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